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【
翻
刻
】

（
16
）	

一
条
院
御
時
、
臺
（
だ
い
ば
ん
ど
こ
ろ
）

盤
所
＊

に
て
地
（
ぢ
く
わ
ろ
）

火
炉
つ
い
て
＊

と
云
事
あ
り
け
り
。

左
大
臣
、
傅
（
ふ
の
だ
い
な
ご
ん
）

大
納
言
な
ん
と
つ
か
う
ま
つ
ら
れ
＊

け
り
。
大
納
言
は
銀

に
て
土
（
つ
ち
な
べ
）
鍋
＊

を
作つ
く

り
て
、
杓
ひ
さ
こ
＊

を
た
て
ヽ
＊

、
芋い
も

粥が
ゆ
＊

を
入い

れ
た
り
け
り
。

中
の
渡
殿
に
上
達
部

候
（
さ
ふ
ら
ひ
）＊

て
、
後
（
こ
う
り
や
う
で
ん
）

涼
殿
＊

の
広
（
ひ
ろ

庇
ひ
さ
し
）＊

に
、
包
丁
＊

の
人
々
、
高
雅
、
明
原
（
順
）＊

な
と
候
け
り
。
供
御
ま
い
ら
せ
、
人
々
の
衝ツ
イ

重カ
サ
ネ
＊

す
へ
て
、
御
酒
（
み
き
）＊

し
き
り
に
ま
い
ら
す
。
管
絃
を
奏
す
。
酔
（
ゑ
ひ
）て

そ
み
て
＊

傳
大
納
言
た
ち
て
舞
ほ
と
に
、
冠

（
か
う
ぶ
り
）＊

落お

ち
に
け
り
。
人
々

咲
（
わ
ら
ひ
）＊

あ
へ
る
に
、
広

（
ひ
ろ

幡は
た
）の

お
と
ヽ
＊

嘲あ
さ
けら
＊

れ
け
る
を
き
ヽ
て
、
こ

の
大
納
言
「
何
事
い
ふ
そ
、
妻
を
は
婚く
な

か
＊

れ
て
」
と
言い

は
れ
た
り
け

る
＊

、
聞
人
「
恥は
ち

を
し
ら
す
（
ず
）＊

、
う
た
て
き
事
也
」
と
そ
言い

ひ
あ
ひ
け
る
。

さ
て
中
宮
の
御
方
に
わ
た
り
給
て
、
御
（
ぎ
ょ
い
う
）
遊
＊

あ
り
け
り
。
上
（
う
へ
）＊

、
御
笛

ふ
き
給
け
り
。
道
総
（
綱
）＊

卿
、
な
て
し
こ
折お

り
て
御
か
さ
し
に
た
て
ま
つ

る
。
其
後
、
宮
よ
り
御
お
く
り
物
、
人
々
の
禄
な
と
有
け
り
。

【
注
釈
】

●
臺
盤
所　
「
台
所
」
の
も
と
の
形
。
源
氏
物
語
「
女
御
の
御
方
の
大
は
む
所

に
寄
り
て
」（
常
夏
）。「
台
所
」
は
中
世
以
降
の
語

で
、
日
国
「
語
誌
」
や
『
講
座
日
本
語
の
語
彙
⑩

語
誌
２
』
遠
藤
好
英
「
台だ
い
ど
こ
ろ所　

台だ
い
ば
ん
ど
こ
ろ

盤
所　

厨
く
り
や　

勝か
っ
て手　

御み
だ
い
ど
こ
ろ

台
所　

尼あ
ま

御み
だ
い台
」
が
あ
る
。「
台
盤
」
は

食
器
類
を
載
せ
る
脚
付
き
の
台
の
こ
と
（
下
図

：

年
中
行
事
絵
巻
・
巻
六
「
臨
時
客
」
の
場
面
。
日

国
の
図
を
転
載
）
で
、
内
裏
式
〔
八
三
三
年
〕
に

「
立
二

臺
盤
一

、
置
二

銀
筯
（
は
し
・
か
ひ
）
匙
一

」（
八
日
賜
女
王
禄

式
）
と
あ
る
が
、
中
国
語
例
は
『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』「
神
前
酒
臺
盤
」（
巻

『
続
古
事
談
』
写
本
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
の

翻
刻
と
国
語
学
的
私
注
〈
５
〉

勝　
　

田　
　

耕　
　

起



25 『続古事談』写本の翻刻と国語学的私注〈５〉

第
十
一
、
一
一
三
三
序
）
と
い
っ
た
例
の
よ
う
に
日
本
の
例
よ
り
古
い
も
の

は
未
見
で
、
影
響
関
係
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

一
方
「
大
盤
」
と
い
う
漢
語
も
あ
り
、
色
「
大
槃	

タ
イ
ハ
ン	

臺
盤	

同
」（
タ

雑
物
、
黒
川
本
・
二
巻
本
）、「
大
盤	

タ
イ
ハ
ン
」（
タ
雑
物
、
十
巻
本
）
と

い
う
例
か
ら
は
「
台
盤
」
と
「
大
盤
」
と
は
通
用
し
た
よ
う
に
も
思
え
る
が
、

延
喜
式
〔
九
二
七
〕
二
四
・
主
計
「
播
磨
国
〈
略
〉
調
〈
略
〉
大
盤
七
十
五

合
〈
略
〉
小
盤
有
蓋
八
十
合
」、
和
名
抄
「
盤
〈
佐
良
〉
器
名
也
」（
器
皿
部

瓦
器
類
）、
色
「
盤　

サ
ラ
」（
サ
雑
物
）
と
あ
る
よ
う
に
「
盤
」
は
「
皿
」

の
こ
と
で
、
大
盤
は
大
皿
（
食
事
用
の
大
き
な
器
）
を
指
す
だ
ろ
う
か
ら
、

内
裏
式
の
「
臺
盤
」
と
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
漢
字
音
は
「
大
」

は
呉
音
ダ
イ
、
漢
音
タ
イ
、「
臺
」
も
呉
音
ダ
イ
、
漢
音
タ
イ
（「
槃
」
と
「
盤
」

は
タ
ラ
イ
の
意
味
で
通
用
し
、
呉
音
バ
ン
、
漢
音
ハ
ン
）
で
あ
る
。
区
別
の

あ
っ
た
「
臺
盤
」
と
「
大
盤
」
と
は
同
音
の
飲
食
調
度
語
彙
と
い
う
こ
と
で

色
葉
字
類
抄
の
頃
ま
で
混
同
し
、
以
後
、「
臺
（
盤
）
所
」
に
一
本
化
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
枳
園
本
節
用
集
「
䑓
盤
所	

ダ
イ
ハ
ン
ト
コ
ロ
」「
䑓

処	

ダ
イ
ト
コ
ロ
」（
タ
天
地
）、「D

aibandocoro

」（
日
ポ
）。

●
地
火
炉
つ
い
て　

い
ろ
り
（
泥
を
ぬ
り
固
め
て
作
っ
た
炉
）
で
物
を
焼
く

饗
応
。「
つ
い
で
」
に
つ
い
て
は
13
話
注
釈
参
照
。「
地
火
炉
つ
い
で
」
が
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
野
鈴
代
『『
源
氏
物
語
』
表
現
の
基

層
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
）
に
「
第
三
章　

六
条
院
の
筍
料
理
―
地
火
炉

次
の
こ
と
」
が
あ
る
（
初
出
『
ぐ
ん
し
ょ
』
六
四
号
、
二
〇
〇
四
）。
漢
訳
仏

典
と
漢
籍
の
例
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①　

於
二

此
像
前
一

、
作
二

四
方
壇
一

。〈
中
略
〉
又
於
二

壇
前
一

、
作
（
つ
く
レ
）二

地
火
爐
一

。

中
安
（
お
け
）二

炭
火
一

。
以
二

蘇
摩
芥
子
一

、
焼
（
や
け
）二

於
爐
中
一

。（
金
光
明
最
勝
王
経

〈
義
浄635-713

訳
〉
巻
第
八
・
僧
慎
尓
耶
薬
叉
大
将
品
第
十
九
）
※
『
国

宝
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経

：

天
平
宝
字
六
年
百
済
豊
虫
願
経
』（
勉

誠
社
二
〇
一
三
）
に
よ
れ
ば
「
地
」
字
に
白
点
が
見
え
、
春
日
政
治
『
西

大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
釈
文
は
「
地
の
火

爐
作
レ
」
と
し
て
い
る
。

②　

壇
西
南
角
安
地
火
爐
。
中
央
高
四
面
下
。（
阿
吒
薄
倶
元
帥
大
将
上
仏
陀

羅
尼
経
修
行
儀
軌
・
上
巻
〈
善
無
畏637-735

訳
〉）

③　

復
此
紅
火
炉
、
雪
中
相
暖
熱
（
白
居
易
〈772-846

〉
別
氈
帳
火
炉
詩
）

国
内
用
例
と
し
て
は
漢
詩
文
の
「
火
炉
」
が
古
い
。
次
の
例
を
岩
波
旧
大
系

は
暖
炉
と
訳
し
て
い
る
。

④　

白
茅
（
ち
が
や
の
の
き
）
簷
下　

火
爐
前　

侍
レ

坐
児
童　

倚
（
よ
り
て
）レ

壁
眠

	

（
菅
家
文
草
〔
九
〇
〇
頃
〕
四
・
冬
夜
閑
思
）

⑤　

有
申
文
、
余
着
座
、
進
火
炉
之
後
、
良
久
不
申
文
、
文
刺
忽
無
也

	

（
権
記
‐
長
保
三
年
〔
一
〇
〇
一
〕
一
二
月
二
六
日
）

⑥　
「
御
前
の
火
炉
に
火
を
お
く
時
は
、
火
箸
し
て
は
さ
む
事
な
し
」

	

（
徒
然
草
・
二
一
三
）



26

	

（
枕
草
子
・
二
二
・
す
さ
ま
じ
き
も
の
）

⑮　

御
厨
子
所
の
方
を
見
れ
ば
、
さ
る
べ
き
下
臈
男
ど
も
や
〈
中
略
〉
袂
あ

げ
た
る
下
法
師
ば
ら
の
つ
き
づ
き
し
き
五
六
人
、
地
火
炉
の
も
と
に
居

並
み
て
、
御お
も
の饌
ど
も
を
急
ぐ
め
り
（
栄
花
物
語
・
玉
の
う
て
な
）

⑯　

長
地
火
炉
ニ
俎

（
ま
な
い
た
）
共
七
八
ツ
立
テ
テ
万
ノ
食
物
置
テ
散
シ
テ
男
共
有
リ

（
今
昔
物
語
集
・
一
六
・
二
〇
）　

※
長
い
囲
炉
裏
。
泥
を
ぬ
り
固
め
て

つ
く
っ
た
長
い
炉
。（
日
国
）

⑰　

敷
二

高
麗
端
畳
三
枚
一

、
為
二

御
座
一

。
其
前
有
二

地
火
炉
一

。
御
座
後
、
立
二

唐
紙
屏
風
二
帖
一

。
炉
東
立
レ

棚
、
居
二

菓
子
一

。
其
傍
置
二

御
硯
筥
一

。
其

東
立
二

三
間
廊
一

、
為
二

北
面
一

。
切
二

長
地
火
炉
一

、
其
左
右
敷
二

紫
（
む
ら
さ
き
べ
り
）端

畳
一

。（
高
野
御
幸
記
・
天
治
元
年
〈
一
一
二
四
〉
十
月
二
十
六
日
）

⑱　
「
新
し
き
嫁
を
饗
せ
ん
と
て
、
当
国
隣
国
の
そ
こ
ば
く
の
郎
等
ど
も
日
ご

と
に
事
を
せ
さ
す
。
陸
奥
の
な
ら
ひ
、
地
火
炉
つ
い
て
と
な
ん
い
ふ
な

り
。
も
ろ
も
ろ
の
食
ひ
物
を
あ
つ
む
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
金
銀
、
絹
布
、

馬
鞍
を
も
ち
は
こ
ぶ
」（
奥
州
後
三
年
記
〔
一
三
四
七
〕
上
、
※
群
書

類
従
に
よ
る
）

枕
草
子
の
例
の
よ
う
に
ス
ビ
ツ
と
ヂ
カ
ロ
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
が
、
す
こ

し
時
代
が
下
る
と
、
次
の
例
の
よ
う
に
言
い
換
え
可
能
だ
と
い
う
内
省
そ
の

も
の
を
記
す
用
例
も
見
え
て
く
る
。

⑲　

ス
ビ
ツ
ヲ
チ
ロ
ト
ナ
ヅ
ク
、
如
何
。
地
壚
也
。
地
火
壚
ト
イ
ヘ
ル
モ
同
ジ
。

「
火
炉
」
は
火
を
入
れ
て
暖
を
と
る
も
の
で
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
な
火
ば
ち
（
火
桶
・

炭
櫃
）
と
の
区
別
で
、「
地
火
炉
」
は
い
ろ
り
の
こ
と
を
言
う
よ
う
に
な
っ
た

か
。
次
の
よ
う
に
香
炉
の
こ
と
も
「
火
炉
」
と
い
っ
た
か
ら
、
囲
炉
裏
の
方

を
「
地
火
炉
」
と
言
っ
た
か
。

⑦　

正
月
最
勝
王
経
斎
会
堂
装
束
〈
略
〉
白
銅
火
炉
三
口
。
一
口
仏
前
料
。

二
口
行
香
料
（
延
喜
式
・
一
三
・
図
書
寮
）

⑧　

図
書
官
人
持
火
炉
従
之
、
行
（
ぎ
ゃ
う
が
う
）
香
畢

	

（
江
家
次
第
〔
一
一
一
一
頃
〕
五
・
円
宗
寺
最
勝
会
）

⑨　

色
「
火
炉　

ヒ
タ
キ
」（
ヒ
雑
物
）、
名
義
抄
も
同
じ
。

⑩　

楊
氏
漢
語
抄
云
火
爐	

比
多
歧
（
和
名
抄
・
燈
火
部
燈
火
器
）

一
〇
世
紀
末
以
降
、
公
家
日
記
に
も
和
文
に
も
「
地
火
炉
」
が
多
く
現
れ
、「
地

火
炉
次つ
い
で」
も
見
え
る
。
同
じ
行
事
を
「
羹
あ
つ
も
の

次
」
と
記
録
し
た
も
の
も
あ
る
（
権

記
）。
⑪
⑫
⑬
は
『
小
右
記
』
寛
和
元
年
〔
九
八
五
〕
の
例
。

⑪　

早
朝
従
内
退
出
、
渡
殿
地
火
炉
始
塗
、
聊
儲
小
食
（
正
月
一
九
日
）

⑫　

遠
資
朝
臣
来
、
聊
有
如
地
火
炉
次
之
事
、
外
記
政
始
、
廿
二
日
〈
中
略
〉

遠
業
朝
臣
地
火
炉
次
如
昨
、
参
内
、
候
宿
、
今
日
始
楽
所
、（
正
月
二
一

日
～
二
二
日
）

⑬　

今
日
有
御
蹴
鞠
之
事
、
候
宿
、
勘
解
由
判
官
明
尹
地
火
炉
欤
（
次
）〈
中

略
〉
是
光　

地
火
炉
次
（
二
月
二
日
）

⑭　

昼
ほ
ゆ
る
犬
〈
中
略
〉
火
お
こ
さ
ぬ
炭す

櫃び
つ

、
地
火
ろ
。
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（
名
語
記
・
三
巻
の
三
一
ウ
）
※
日
国
「
じ
か
ろ
」
の
項
は
こ
の
例
を
「
地

下
炉
4

4

」
と
表
示
す
る
が
、
根
拠
は
不
明
。
勉
誠
社
（
一
九
八
三
）
活
字

本
で
は
「
地
火
壚
」。

⑳　

思
は
む
子
を
法
師
に
な
さ
む
こ
そ
い
と
心
苦
し
け
れ
。〈
中
略
〉
或
は
、

こ
と
ば
・
文
字
づ
か
ひ
な
ど
こ
そ
、
げ
に
俗
に
は
た
が
ひ
た
れ
。
か
ゆ

を
ば
「
の
む
」
と
い
ひ
、
火
ろ
を
ば
「
ち
ろ
」
と
い
ひ
、
湯
浴
む
る
を

ば
「
あ
か
す
り
せ
む
」
と
い
ふ
に
、
か
か
る
事
ど
も
、
い
と
多
か
る
べ
し
。

さ
れ
ど
、
そ
れ
ら
も
も
と
よ
り
あ
て
な
る
人
は
、
い
と
さ
し
も
な
く
や

あ
ら
む
。（
前
田
家
本
枕
草
子
〈
鎌
倉
中
期
書
写
〉・
二
六
八
・
お
も
は

む
子
を
。
三
巻
本
・
能
因
本
に
は
無
い
部
分
）
※
堺
本
は
「
き
ぬ
を
ば

『
つ
く
ら
ん
』
と
い
ひ
、
こ
め
ろ
を
ば
『
か
み
』
と
い
ひ
」（
二
四
三
段
）。

「
地
炉
」
に
は
（
多
く
な
い
が
）
漢
文
の
例
が
あ
る
。
つ
ま
り
８
世
紀
に
は
「
地

炉
」「
火
炉
」「
地
火
炉
」
と
も
漢
籍
仏
典
の
例
が
あ
り
、
日
本
語
語
彙
に
入
っ

て
き
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

�　

黄
沙
万
里
百
草
枯
〈
中
略
〉
軍
中
無
事
但
歓
娯　

暖
屋
繡
簾
紅
地
爐
（
岑

参
〈715-770

〉「
玉
門
関
蓋
将
軍
歌
」）
※
訳

：

玉
門
関
の
城
は
砂
漠
の

真
ん
中
で
草
木
も
無
い
。
仕
事
が
な
け
れ
ば
楽
し
み
ば
か
り
。
暖
か
い

兵
営
に
は
刺
繍
の
カ
ー
テ
ン
を
か
け
、
ス
ト
ー
ブ
を
お
こ
し
…
（
田
中

克
己
「
岑
参
二
題
」『
成
城
文
藝
』
一
八
）。『
漢
語
大
詞
典
』
に
は
「
就

地
挖
砌
的
火
炉
」
と
あ
り
、
こ
の
例
を
挙
げ
る
。

古
本
系
の
陽
明
本
ほ
か
宇
治
拾
遺
物
語
写
本
に
「
ち
く
わ
ら
（
ろ
）
に
火
お

こ
し
し
て
」（
二
三
、
用
経
荒
巻
事
）
と
仮
名
書
き
の
例
が
あ
り
、
語
形
は
音

よ
み
の
「
ち
く
わ
ろ
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
日
国
補
注
に
「「
地
火
炉
」

の
よ
み
は
「
じ
ひ
ろ
」「
じ
ほ
ろ
」「
ち
ひ
ろ
」「
ち
か
ろ
」
な
ど
と
す
る
説
も

あ
る
が
、
明
証
を
得
な
い
。」
と
あ
る
が
、「
火
」
を
訓
読
み
す
る
「
説
」
の

出
ど
こ
ろ
は
未
確
認
。
旧
大
系
「
宇
治
拾
遺
」
注
に
「
ぢ
ぼ
ろ
」
と
い
う
訓

が
あ
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
）。
語
頭
の
清
濁
に
つ
い
て
は
確
証
が
な
い

（「
地
」
は
呉
音
ヂ
、
漢
音
チ
）。
合
拗
音
ク
ワ
は
近
世
ま
で
残
存
し
た
と
言
わ

れ
る
（
沖
森
卓
也
『
日
本
語
全
史
』
一
九
四
頁
）。

　

ち
ろ
（
地
炉
）
は
右
の
『
名
語
記
』
以
前
に
は
『
宇
津
保
』
の
例
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
現
代
の
校
訂
本
文
で
は
あ
ま
り
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。「
火

炉
」
が
延
喜
式
や
和
名
抄
に
見
え
る
の
に
対
し
、「
地
炉
」
は
総
じ
て
古
典
籍

の
用
例
が
少
な
く
、
一
方
で
全
国
の
現
代
方
言
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

文
章
語
＝
火
炉
・
地
火
炉
、
民
衆
の
口
語
＝
ぢ
ろ
、
と
い
う
よ
う
な
関
係
だ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

�　

こ
こ
は
三
条
の
西
の
方
。
民
部
卿
、
中
納
言
も
の
参
る
。
御
前
に
千本

ろ

し
て
、
さ
か
り
（
鋺
ま
が
り
？
）
な
ど
し
て
物
調
ず
。
破
子
、
す
る
物
（
す
み
物
？

陶
（
す
ゑ
）
物
？
）
あ
り
。

	

（
宇
津
保
物
語
〈
前
田
本
近
世
初
期
写
〉・
国
譲
下
・
絵
解
）

�　

殿
中
東
南
の
隅
を
隔
て
地
炉
有
り
。
冬
の
初
よ
り
火
を
熾
し
、
夏
の
初
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に
至
り
て
蓋
を
覆
ふ
。（
年
中
行
事
秘
抄
・
鎌
倉
初
期
）

宇
津
保
は
同
じ
前
田
本
底
本
で
も
、
野
口
元
大
校
注
（
明
治
書
院
、
一
九
九

九
）
で
は
「
地
炉
」
と
す
る
が
、
中
野
幸
一
校
注
（
小
学
館
新
編
全
集
、
一

九
九
九
）
や
室
城
秀
之
校
注
（
一
九
九
五
初
版
、
二
〇
〇
一
改
訂
版
）
で
は

「
火
炉
」
を
採
る
（
校
異
と
し
て
「
地
炉
」
を
記
す
）。
浜
田
本
、
桂
宮
本
も
「
ち

ろ
」
だ
が
、
浜
田
本
底
本
の
原
田
芳
起
校
注
本
（
角
川
文
庫
、
一
九
七
〇
）

は
「
火
炉
」
と
す
る
。
十
世
紀
に
お
け
る
「
火
炉
」
の
根
拠
は
右
に
示
し
た

よ
う
に
い
く
ら
も
あ
る
が
、「
地
炉
」
と
て
八
世
紀
の
中
国
漢
詩
例
と
鎌
倉
時

代
の
名
語
記
の
例
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
表
に
現
れ
に
く
い
俗
語
と
し
て
中
古

か
ら
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

前
田
本
「
ち
ろ
」
の
「
本
」
と
い
う
傍
記
は
「
国
譲
下
」
巻
に
９
か
所
あ
り
、

お
そ
ら
く
「
本
ノ
マ
マ
」（
同
巻
に
１
例
）
と
同
じ
意
味
で
「
不
審
な
箇
所
だ

が
親
本
に
従
っ
て
そ
の
ま
ま
写
し
た
」
と
い
う
注
記
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
古
典

文
庫
本
（
や
同
一
校
者
に
よ
る
笠
間
書
房
索
引
）
で
も
変
体
仮
名
「
千
」
の

ま
ま
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。「
地
炉
」
と
い
う
語
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、

古
典
籍
の
書
写
者
に
と
っ
て
は
「
地
火
炉
／
火
炉
」
な
ど
と
比
べ
て
身
近
で

な
か
っ
た
、
と
い
う
位
相
の
問
題
に
よ
り
伝
本
に
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
、
そ

れ
を
重
く
見
た
現
代
の
研
究
者
も
中
古
和
文
に
用
例
の
無
い
「
地
炉
」
は
採

用
し
に
く
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
「
ち
ろ
」
に
関
す
る
認
識
な

の
だ
ろ
う
。

　

念
の
た
め
仮
名
の
形
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
と
、
一
文
字
の
「
ち
（
炉
）」

と
、「
く
わ
（
炉
）」
と
い
う
二
文
字
連
綿
と
の
間
で
相
互
に
写
し
間
違
い
が

起
こ
る
可
能
性
は
、
無
く
は
な
い
と
思
う
（
図
１
、
図
２
参
照
。
字
母
「
知
」

と
「
久
和
」、
字
母
「
遅
」
と
「
久
王
」）。
が
、
前
田
本
に
関
し
て
は
「
ち
」

は
「
千
」
の
字
母
で
か
つ
「
本
（
ノ
マ
マ
）」
と
い
う
存
疑
マ
ー
ク
を
付
し
て

い
る
の
で
、
こ
れ
は
「
ち
」
と
読
め
る
が
「
ち
ろ
」
が
何
だ
か
分
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
種
の
写
し
間
違
い
（「
く
わ
ろ
」
と
書
い
て
あ
る

の
を
「
ち
ろ
」
と
解
読
し
た
）
で
は
な
い
。

【
図
１
】
ち
（
知
）

【
図
２
】
ち
（
遅
）

　

と
こ
ろ
で
、
イ
ロ
リ
と
い
う
の
は
中
世
以
降
の
単
語
で
、「
囲
炉
裏
」「
居

炉
裏
」
と
い
う
用
字
も
あ
て
字
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ユ
ル
リ
→
イ
ル
リ
→
イ

ロ
リ
と
変
化
し
た
か
。

�　

畳
の
へ
り
ふ
む
べ
か
ら
ず
。
さ
え
の
上
に
立
た
ず
。
ゆ
る
り
の
ふ
ち
こ

ゆ
べ
か
ら
ず
。（
極
楽
寺
殿
御
消
息
（
平
重
時
家
訓
）〔
13
Ｃ
中
、
尊
経

閣
文
庫
蔵
、
北
条
重
時1198-1261

〕
第
九
条
。『
中
世
武
家
家
訓
の
研
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究
』
資
料
編
八
〇
頁
）

�　
「
囲
炉
裡	

イ
ロ
リ
」（
イ
財
宝
）、「
火
爐	

ユ
ル
リ	

或
作
地
炉
」（
ユ
天
地
）

	

（
明
応
五
年
本
節
用
集
〔
一
四
九
六
〕）

日
国
語
誌
（
１
）
中
世
か
ら
イ
ロ
リ
・
イ
ル
リ
・
ユ
ル
リ
の
形
で
文
献
に
現

わ
れ
る
。〈
中
略
〉
写
本
と
版
本
と
の
間
で
新
語
形
（
口
語
）
と
伝
統
形
（
文

語
）
の
対
立
が
認
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
「
甲
陽
軍
鑑
」
に
お
い
て
、

写
本
・
版
本
の
両
方
に
イ
ロ
リ
・
イ
ル
リ
が
共
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

口
語
・
文
語
と
も
語
形
に
ゆ
れ
を
生
じ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
２
）
近
世
以
降
「
囲
炉
裏
」
の
漢
字
表
記
が
一
般
化
す
る
に
つ
れ
、
イ
ロ
リ

が
標
準
語
形
と
し
て
の
位
置
を
獲
得
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
参
考
】「
木
綿
以
前
の
事
（
囲
炉
俚
談

︰

初
出
「
文
学
」
一
九
三
五
年
三
月
）」

（
柳
田
国
男
）「
有
名
な
『
後
三
年
絵
詞
』
の
「
地
火
炉
つ
い
で
」
の
話
な
ど

も
あ
っ
て
、「
地
炉
」
に
近
い
語
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
が
、
右
の
全
国

的
な
る
ジ
ロ
を
も
っ
て
、
軽
率
に
地
面
に
し
つ
ら
え
た
炉
の
こ
と
と
、
解
し

て
し
ま
う
こ
と
は
事
実
の
無
視
に
な
る
。
現
在
各
地
の
ジ
ロ
は
お
お
む
ね
「
す

の
こ
」
の
上
に
切
っ
て
あ
る
の
が
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。
第
二
に
は
以
前
は

床
を
張
ら
ぬ
小
民
の
家
が
多
く
、
そ
こ
で
は
炉
は
こ
と
ご
と
く
地
上
の
も
の

で
あ
っ
た
。
特
に
庭に
わ

竈か
ま
どの
み
に
限
っ
て
、
こ
の
名
を
附
与
す
る
必
要
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。（
三
）
地
火
炉
と
い
う
名
は
現
実
に
は
ま
だ
耳
に
し
た
こ
と
が

な
い
。
是
も
漢
字
の
組
合
せ
が
無
理
だ
か
ら
、
事
に
よ
る
と
中
古
の
宛
て
字

か
も
知
れ
な
い
。
ジ
ロ
は
少
な
く
と
も
炉
が
漢
語
か
ら
、
成
り
立
っ
た
も
の

と
は
言
い
切
れ
ぬ
の
で
あ
る
。」

●
つ
か
う
ま
つ
ら
（
れ
）　

中
古
に
用
い
ら
れ
た
謙
譲
語
。
お
仕
え
申
し
上
げ

る
意
で
、「
つ
か
へ
＋
ま
つ
る
（
仕
奉
）」
の
変
化
し
た
も
の
。「
れ
（
る
）」

は
尊
敬
。
古
語
大
辞
典
「
つ
か
う
ま
つ
る
」「
つ
か
ま
つ
る
」
に
語
誌
（
杉
崎

一
雄
執
筆
）」
あ
り
。「
つ
か
ま
つ
る
」
が
多
用
さ
れ
る
の
は
中
世
か
ら
だ
が
、

そ
れ
は
「
行
ふ
」
な
ど
の
謙
譲
・
丁
寧
用
法
が
主
で
、
も
と
の
（「
仕
え
る
」

の
）
謙
譲
用
法
は
「
つ
か
う
ま
つ
る
」
の
形
で
徒
然
草
な
ど
で
も
用
い
ら
れ

て
い
る
と
す
る
。
続
古
事
談
で
は
「
笙
ヲ
ゾ
ツ
カ
マ
ツ
ル
」（
42
話
）、「
モ
ト

ノ
ゴ
ト
ク
ツ
カ
マ
ツ
ル
ベ
シ
」（
64
話
）、「
和
琴
ツ
カ
マ
ツ
ル
モ
ノ
ス
ク
ナ
シ
」

（
151
話
）
と
い
っ
た
例
が
あ
っ
て
「
行
う
」
の
謙
譲
と
み
て
よ
さ
そ
う
だ
が
、

「
今
日
琵
琶
ツ
カ
ウ
マ
ツ
ル
マ
ジ
キ
日
也
」（
149
話
）
な
ど
の
例
を
ど
う
考
え

る
か
。（
つ
か
う
ま
つ
る
12
例
）。
穐
田
定
樹
「「
致
す
」「
仕
る
」
の
交
渉
」（『
国

語
国
文
』
二
九
の
四
、
一
九
六
〇
）
は
「
修
行
（
を
）
ツ
カ
マ
ツ
ル
／
イ
タ
ス
」

の
よ
う
な
用
法
に
お
け
る
両
者
の
差
異
に
つ
い
て
、
今
昔
物
語
集
以
降
の
分

析
を
し
た
も
の
。
続
古
事
談
は
考
察
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
が
、「
朗
詠
ヲ
イ

タ
ス
」（
22
話
）
が
あ
る
の
で
穐
田
の
論
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

用
例
を
古
い
順
に
並
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
ア
）
其し

が
尽
く
る
ま
で
に	

大
君
に	

堅
く	

都
柯
陪
麻
都
羅
む
と

	

（
日
本
書
紀
・
雄
略
一
二
年
一
〇
月
・
歌
謡
）
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（
イ
）	

降
る
雪
の
白
髪
ま
で
に
大
君
に
都
可
倍
麻
都
礼
ば
貴
く
も
あ
る
か
〈
橘

諸
兄
〉（
万
葉
集
・
一
七
・
三
九
二
二
）

（
ウ
）	

恒
に
親
り
十
方
の
仏
に
承
（
ツ
カ
マ
ツ
ル
）
こ
と
得
し
め
む

	
（
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点
〔
八
三
〇
頃
〕
二
）

（
エ
）	

一
は
自
身
を
施
し
奉
り
、
僕
（
や
つ
こ
）と
為
り
、
使
（
ツ
カ
ム
マ
ツ
ル
）
所
な
り

	

（
石
山
寺
本
蘇
悉
地
羯
羅
経
略
疏
寛
平
八
年
点
〔
八
九
六
〕
七
）

（
オ
）	

二
条
の
后
に
つ
か
う
ま
つ
る
男
あ
り
け
り
。（
伊
勢
物
語
・
九
五
）

（
カ
）	

そ
の
わ
た
り
の
下
衆
な
ど
の
、
僧
都
に
つ
か
ま
つ
り
け
る

	

（
源
氏
物
語
・
手
習
）

（
キ
）	

燕
丹
秦
皇
に
事
（
ツ
カ
ム
マ
ツ
）
り
て
、
遙
か
に
久
年
を
経
た
り

	

（
将
門
記
承
徳
三
年
点
〔
一
〇
九
九
〕）

（
ク
）	

外
道
万
余
人
。
並
に
多
く
大
自
在
天
を
た
ふ
と
び
事
（
ツ
カ
ウ
マ
ツ
ル
）

	

（
大
唐
西
域
記
長
寛
元
年
点
〔
一
一
六
三
〕
七
）

（
ケ
）	「
ミ
ナ
コ
レ
ヲ	

キ
ョ
ヨ
ウtçucam

atçura

（
ツ
カ
マ
ツ
ラ
）
ナ
ン
ダ
」

	

（
天
草
ヘ
イ
ケ
・
三
・
五
）

語
形
は
ツ
カ
ヘ
マ
ツ
ル
→
ツ
カ
ム
マ
ツ
ル
→
ツ
カ
ウ
マ
ツ
ル
→
ツ
カ
マ
ツ
ル

と
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、（
ウ
）
の
よ
う
に
「
ツ
カ
マ
ツ
ル
」
の
出
現

が
早
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
日
国
「
つ
か
ま
つ
る
」
の
補
注
に
「
平
安
初
期

の
訓
点
資
料
に
み
ら
れ
る
「
つ
か
ま
つ
る
」
は
、
あ
る
い
は
「
つ
か
む
ま
つ
る
」

（「
む
」
は
撥
音
ｍ
か
）
の
撥
音
無
表
記
と
も
考
え
ら
れ
る
と
す
る
説
が
あ
る
。

平
安
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
こ
ろ
の
他
の
資
料
の
用
例
に
も
、
ほ
ぼ
同

様
の
事
情
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
当
時
、
確
実
に
こ
の
語
形
の
存
在
を
主

張
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。」
と
あ
る
。

●
土
鍋　
「
堝	

ツ
チ
ナ
ベ
」（
図
書
寮
本
名
義
抄
）

●
ひ
さ
こ　

色
「
杓	

ヒ
サ
コ　

斟
水
器
也
」（
ヒ
雑
物
）。
瓢
箪
や
そ
れ
で

作
っ
た
食
器
。
粥
を
掬
う
た
め
の
お
た
ま
の
よ
う
な
も
の
か
。
古
語
大
辞
典
・

語
誌
「
類
聚
名
義
抄
に
は
第
三
音
節
に
単
点
が
あ
る
か
ら
、
古
く
は
ヒ
サ
コ

で
あ
っ
た
」（
山
口
佳
紀
）

●
た
て
て　

今
昔
「
大
キ
ナ
ル
銀
ノ
提

ひ
さ
げ
（
の
水
飯
）
ニ
大
キ
ナ
ル
銀
ノ
匙か
ひ

ヲ

立
テ
、
重
気
ニ
持
テ
前
ニ
居
タ
リ
」（
二
八
の
二
三
、
宇
治
拾
遺
九
四
も
同
話

「
銀
の
提
に
銀
の
匙
を
立
て
て
」）
は
参
考
に
な
る
が
、
続
古
事
談
「
ひ
さ
こ

を
立
て
て
、
芋
粥
を
入
れ
た
り
」
は
語
順
が
お
か
し
い
よ
う
な
気
は
す
る
。

【
図
】
は
十
六
世
紀
の
絵
巻
（
文
化
庁
蔵
「
紙
本
著
色
酒
飯
論
図
」）
で
時
代

は
下
る
が
、
ヒ
サ
ゲ
の
大
き
さ
・
形
状
な
ど

が
わ
か
る
も
の
。

●
い
も
か
ゆ　

色
「
署
預
粥　

イ
モ
カ
ユ
」

（
イ
飲
食
）、
観
「
暑
預
（
粥
）
イ
モ
ガ
ユ
」

（
法
下
三
八
・
三
拍
目
濁
声
点
）。
ヤ
マ
ノ
イ

モ
を
薄
く
切
っ
た
も
の
を
甘あ
ま
ず
ら葛
の
汁
に
混
ぜ

て
煮
た
か
ゆ
。
中
古
、
宮
中
の
大
饗
、
貴
族

【
図
】
ひ
さ
げ
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の
宴
な
ど
の
際
に
用
い
た
。
和
名
抄
「
署
預
粥　

和
名
以
毛
加
由
」（
飲
食
部

水
漿
類
）、「
芋
粥
」（
後
二
条
師
通
記
・
寛
治
二
年
十
二
月
九
日
）

●
候　

サ
ブ
ラ
ウ
か
ソ
ウ
ロ
ウ
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に

は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

・「
さ
ぶ
ら
う
」
が
「
そ
う
ろ
う
」
に
変
化
し
た
の
は
、
中
古
末
か
ら
中
世

前
期
に
か
け
て
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
「
平
家
物
語
」
に
は
、
男
性
用

語
が
「
そ
う
ろ
う
」、
女
性
用
語
が
「
さ
ぶ
ら
う
」
と
い
う
使
い
分
け
が

あ
っ
た
と
さ
れ
、
中
世
に
な
っ
て
も
女
性
は
「
さ
ぶ
ら
う
」
を
用
い
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
」
に
も
「
書
き
言
葉

で
女
子
に
の
み
使
わ
れ
る
」
と
あ
る
。（
日
国
「
さ
ぶ
ら
う
」
語
誌
）

・
こ
の
語
は
、
漢
字
で
「
候
」
と
書
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
か
な

書
き
も
「
さ
ふ
ら
ふ
」
の
形
で
あ
る
た
め
、「
さ
ぶ
ら
ふ
」
か
「
さ
う
ら

ふ
」
か
の
区
別
が
つ
け
に
く
い
。〈
中
略
〉
歴
史
的
か
な
づ
か
い
に
つ
い

て
は
、「
さ
う
ら
ふ
」
の
確
例
は
な
い
に
し
て
も
、「
さ
う
ら
ふ
」
な
ら

ば
語
源
的
に
関
係
の
認
め
ら
れ
る
「
さ
ぶ
ら
ふ
」
ま
た
は
「
さ
む
ら
ふ
」

と
の
関
係
が
、
あ
り
得
べ
き
音
変
化
と
し
て
解
明
で
き
る
が
、
も
し
「
さ

ふ
ら
ふ
」
で
あ
っ
た
と
す
る
と
音
変
化
の
説
明
に
困
難
を
生
ず
る
と
い

う
理
由
か
ら
「
さ
う
ら
ふ
」
と
推
定
す
る
橋
本
進
吉
説
に
よ
っ
た
。

	

（
日
国
「
そ
う
ろ
う
」
語
誌
）

続
古
事
談
に
は
か
な
書
き
例
が
あ
り
（
Ｆ
本
・
類
本
の
41
話
、
62
話
、
90
話
、

145
話
、
167
話
）、
い
ず
れ
も
「
さ
ふ
ら
ふ
」
で
、
新
大
系
は
「
さ
ぶ
ら
ふ
」
と

濁
点
を
付
す
。

●
後
涼
殿　

色
「
後
凉
殿	

コ
ウ
リ
ャ
ウ
テ
ン
」（
コ
地
儀
）。
黒
川
本
は
見
出

し
字
の
左
傍
に
「
コ
ウ
ラ
ウ
」
と
記
し
、
そ
の
下
に
「
私
云
源
氏
物
語
ヨ
ミ

ク
セ
也
」
と
加
筆
す
る
。
源
氏
物
語
大
成
に
よ
れ
ば
、
絵
合
巻
で
は
大
島
本

「
後
涼
殿
」
が
陽
明
家
本
で
「
こ
う
り
ゃ
う
殿
」、
池
田
本
・
肖
柏
本
・
三
条

西
家
本
で
「
こ
う
ら
う
殿
」。
宿
木
巻
で
は
大
島
本
の
仮
名
書
き
「
こ
う
ら
う

殿
」
が
三
条
西
家
本
で
「
こ
う
り
や
う
て
ん
」。「
殿
」
は
呉
音
デ
ン
、
漢
音

テ
ン
。「
後
」
は
呉
音
カ
ウ
・
ゴ
、
漢
音
コ
ウ
。
漢
音
よ
み
な
ら
〈
コ
ウ
＋
リ
ャ

ウ
＋
テ
ン
〉
と
な
る
が
、「
涼
」
字
の
韻
尾
は
ŋ
な
の
で
〈
コ
ウ
リ
ャ
ウ
デ
ン
〉

と
な
る
。
日
ポ
に
「
後
涼
殿
」
は
無
い
が
、「
清
涼
殿
」
がX

eiriŏ den

ま
た

はX
eireŏ den

と
記
さ
れ
て
お
り
、「
殿
」
は
デ
ン
と
読
ん
で
よ
さ
そ
う
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
筋
道
で
考
え
た
場
合
、
鼻
音
韻
尾
の
無
い
「
弘
徽
殿
」（
42
話
）

は
ど
う
な
る
か
。

●
広
庇　

22
話
に
か
な
書
き
あ
り
。
狭
衣
物
語
・
一
「
御
前
の
ひ
ろ
び
さ
し

に
、
太
政
大
臣
の
権
中
納
言
〈
略
〉
若
上
達
部
、
あ
ま
た
候
給
に
」。

●
包
丁　

色
「
庖
丁　

飲
食
部　

ハ
ウ
チ
ヤ
ウ
」（
ハ
畳
字
、
十
巻
本
も
同

じ
）、「
丁	

ヨ
ホ
ロ	

夫
也	

仕
丁	

庖
丁
等
也
」（
ヨ
人
倫
）。〈
庖
く
り
や
の
丁
よ
ほ
ろ
〉
の
意
で
、

も
と
は
徴
用
さ
れ
て
調
理
に
当
た
っ
た
成
人
男
子
の
こ
と
。
和
名
抄
「
料
理

魚
鳥
者
、
謂
之
庖
丁
」（
居
宅
類
「
厨
」）、
宇
津
保
・
蔵
開
上
・
絵
解
「
こ
の
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〈
産
養
ノ
贈
物
デ
ア
ル
白
銀
ノ
〉
鯉
は
生
き
た
る
や
う
な
る
物
か
な
。
ほ
と
ほ

と
は
う
ち
ゃ
う
望
ま
む
と
ぞ
思
へ
る
」。
日
国
語
誌
「
こ
の
語
は
一
般
的
に

〈
中
略
〉
客
人
や
貴
人
の
目
前
で
魚
や
鳥
（
特
に
鯉
・
鶴
）
を
さ
ば
い
て
み
せ

る
と
い
う
、
儀
礼
的
な
意
味
合
い
の
こ
め
ら
れ
た
調
理
を
意
味
し
た
。〈
中
略
〉

中
世
末
頃
に
な
る
と
、
魚
・
鳥
に
限
ら
ず
調
理
用
の
刃
物
一
般
を
指
す
よ
う

に
な
っ
た
」。
今
昔
「
遣
戸
ニ
包
丁
刀
ノ
被
指
タ
リ
ケ
ル
ヲ
見
付
テ
」（
二
六

の
二
三
）
の
旧
大
系
注
は
「
諸
本
か
く
作
る
が
「
包
」
は
庖
の
省
画
」
と
記
す
。

宇
治
拾
遺
「
ま
な
板
に
、
な
が
や
か
な
る
は
う
ち
ゃ
う
か
た
な
を
具
し
て
置

た
り
」（
一
一
九
）、
三
代
制
符
（
後
鳥
羽
天
皇
宣
下
、
建
久
二
年
〈
一
一
九
一
〉

三
月
二
八
日
）「
俎
一
枚
、
包
丁
刀
一
柄
」。
な
お
、『
荘
子
』
の
「
庖
丁
、
為

二

文
恵
君
一

、
解
レ

牛
」（
養
生
主
篇
）
が
古
い
例
で
、
文
脈
上
「（
庖
）
丁
」
は

人
名
と
解
す
る
の
が
一
般
的
だ
が
、「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」
の

よ
う
な
固
有
名
詞
の
普
通
名
詞
化
と
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

●
明
原　

神
本
、
賀
本
は
「
明
原
」
だ
が
、
他
は
「
明
順
」
と
す
る
（『
注
解
』

に
よ
る
）。
古
事
談
は
「
伊
予
守
明
順
朝
臣
」
で
、
高
階
明
（
あ
き
の
ぶ
）
順
（
？
～
一
〇

〇
九
）
は
実
在
。
両
字
の
接
点
は
「
順
」
の
「
頁
」
と
「
原
」
の
草
体
の
字

形
上
の
類
似
に
あ
る
だ
ろ
う
（
図
３
）。
と
こ
ろ
で
Ｆ
本
で
は
他
に
七
か
所
の

「
原
」
字
を
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
16
話
の
字
だ
け
明
ら
か
に
形
が
お
か
し
い
。

【
表
１
】
は
60
話
、
109
話
、
118
話
の
「
原
」
字
と
の
比
較
で
、
当
該
字
は
一
画

目
の
縦
線
が
独
立
し
て
お
り
、
横
画
か
ら
起
筆
す
る
「
厂
」
の
形
で
は
な
い
。

偏
と
解
釈
す
る
と
「
源
」
が
近
い
よ
う
に
思
え
る
が
、

筆
は
左
に
流
れ
て
お
り
「
氵
」
の
形
で
な
い
こ
と
は

Ｆ
本
18
話
の
同
筆
の
「
源
」
字
と
の
比
較
で
明
ら
か

で
あ
る
（
コ
ピ
ー
の
図
で
は
不
鮮
明
だ
が
、
写
本
で

は
墨
の
色
が
一
画
目
だ
け
薄
く
、
後
で
書
き
加
え
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
）。

【
表
１
】

16
話

60
話

109
話

118
話

18
話
（
源
）

●
衝
重　
「
ツ
イ
カ
サ
ネ
」
は
写
本
に
あ
る
振
り
仮
名
。
源
氏
物
語
・
柏
木

「
世
の
つ
ね
の
折
敷
、
つ
い
か
さ
ね
、
高
坏
な
ど
の
心
ば
へ
」。
19
話
に
仮
名

書
き
例
あ
り
。
伊
京
集
「
衝
重	

ツ
ヒ
カ
サ
ネ
」（
ツ
財
宝
）

●
御
酒
（
ま
い
ら
す
）　

以
下
の
挙
例
の
よ
う
に
貴
人
ら
に
よ
る
酒
宴
の
定
型

表
現
と
考
え
、「
酒
」
を
サ
ケ
と
は
読
ま
ず
、
接
頭
辞
（
オ
ホ
ム
／
オ
ン
）
を

伴
っ
た
「
ミ
キ
」
と
し
た
。
伊
勢
物
語
「
親
王
に
む
ま
の
頭
お
ほ
み
き
ま
ゐ
る
」

（
八
二
）、
宇
津
保
物
語
「
大
臣
と
り
は
や
し
給
て
、
御
み
き
な
ど
少
し
ま
ゐ

る
程
に
」（
蔵
開
中
）、
源
氏
「
六
条
院
よ
り
、
お
ほ
む
み
き
、
御
く
だ
も
の

【
図
３
】「
順
」
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な
ど
奉
ら
せ
給
へ
り
」（
御
幸
）、「
御
み
き
、
あ
ま
た
た
び
参
り
て
」（
若
菜

上
）、
増
鏡
「
水
飯
や
う
の
物
な
ど
、
若
き
上
達
部
・
殿
上
人
ど
も
に
給
は
せ

て
、
お
ほ
み
き
参
る
つ
い
で
に
」（
一
・
お
ど
ろ
の
下
）、
色
「
神
酒　

ミ
キ
」

（
ミ
飲
食
、
黒
川
本
）

●
酔
て
そ
み
て　
『
注
解
』
の
神
本
は
同
じ
（
校
異
に
「
酔
て
ぞ
み
て
」
と
す

る
）
だ
が
、
他
本
多
く
は
「
酔
に
の
ぞ
み
て
」。「
そ
み
て
」
で
解
釈
す
る
な

ら
ば
四
段
活
用
の
「
染そ

み
て
」
か
。
つ
ま
り
〈
酔
っ
て
、
そ
の
酔
い
が
深
く

入
り
込
ん
で
〉
な
ら
ば
文
脈
上
そ
の
後
の
醜
態
に
繋
が
り
や
す
い
が
、
こ
の

意
味
の
ソ
ム
は
「
心
に
ソ
ム
」「
世
に
ソ
ム
」
な
ど
普
通
ニ
格
を
取
る
の
で
「
～

て
染
む
」
の
形
は
不
自
然
で
は
あ
る
。
古
事
談
（
一
の
二
八
）
の
同
話
に
は

書
か
れ
て
い
な
い
語
句
。

●
冠　

色
「
冠　

カ
ウ
フ
リ
」（
カ
雑
物
）。
カ
ガ
フ
リ
→
カ
ウ
ブ
リ
→
カ
ン

ム
リ
。
Ｆ
本
の
「
冠
」
は
全
て
漢
字
表
記
。
仮
名
で
「
か
う
ぶ
り
」
と
あ
る

も
の
は
全
て
動
詞
（
責
め
／
罪
／
賞
を
カ
ウ
ブ
ル
）。

●
咲　

色
「
咲　

ワ
ラ
フ　

㗛	

呋	

嗤
〈
一
三
字
略
〉
弄
」（
ワ
人
事
）、
観
「
咲	

ワ
ラ
フ　

ヱ
ム　

ヱ　

ヱ
ワ
ラ
フ
」（
仏
中
三
一
）。

●
広
幡
の
お
と
　ヽ

藤
原
顕あ
き
み
つ光
（
九
四
四
～
一
〇
二
一
）。
広ひ
ろ

幡は
た

は
邸
宅
が

あ
っ
た
場
所
。
従
兄
弟
で
あ
る
藤
原
道
長
（
文
中
の
「
左
大
臣
」）
の
権
勢
に

敵
わ
ず
、
そ
の
恨
み
か
ら
悪
霊
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。「（
道
摩
ハ
）
呪

詛
の
故
を
問
る
る
に
、『
堀
川
左
大
臣
顕
光
公
の
か
た
り
を
え
て
仕

つ
か
ま
つ
りた
り
』

と
ぞ
申
け
る
。〈
中
略
〉
顕
光
公
は
、
死
後
に
怨
霊
と
な
り
て
、
御
堂
殿
辺
へ

は
祟
り
を
な
さ
れ
け
り
。
悪
霊
左
府
と
な
づ
く
云
々
。」（
宇
治
拾
遺
物
語
・

一
八
四
「
御
堂
関
白
御
犬
、
晴
明
等
、
奇
特
の
事
」）

●
あ
さ
け
ら
（
れ
）　

色
「
嘲　

ア
サ
ケ
ル　

哢
〈
一
九
字
略
〉
欺	

已
上
同
」

（
ア
人
事
）

●
く
な
か
（
れ
）　

観
「
婚	

ト
ツ
ギ
／
ク	

ツ
ル
ブ	

メ
マ
ク	

ク
ナ
ク
」（
仏
中

一
五
）。「
ク
ナ
グ
」
は
男
女
が
性
交
す
る
意
と
考
え
ら
れ
、『
注
解
』
は
「
妻

を
寝
取
ら
れ
て
る
く
せ
に
」
と
訳
す
。
同
書
七
二
～
七
四
頁
に
よ
れ
ば
本
話

は
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
頃
の
話
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
場
合
道
綱
五
〇
歳
、

顕
光
七
〇
歳
（
一
〇
〇
〇
年
頃
未
亡
人
と
再
婚
）。
古
事
談
二
八
話
に
は
「
妻

ヲ
ハ
人
ニ
ク
ナ
カ
レ
テ
ト
云
々
、
道
綱
密
通
右
府
北
方
云
々
」
と
あ
り
道
綱

が
密
通
の
当
事
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
真
偽
は
不
明
。
霊
異
記
訓
釈
に
は

「
天
皇
、
后
と
大
安
殿
に
寐
て
婚
合
し
給
へ
る
時
に
〈
興
福
寺
本
訓
釈	

婚
合	

久
奈
加
比
二
合
〉」（
上
・
一
）、「
汝
、
吾
が
妻
に
婚
。
頭
罸
ち
破
ら
る
べ
し

〈
国
会
図
書
館
本
訓
釈	

婚	

ク
ナ
カ
ヒ
ス
〉」（
中
・
一
一
）
と
い
っ
た
「
ク
ナ

カ
ヒ
」
と
い
う
語
形
が
見
え
る
。

●
い
は
れ
た
り
け
る　

連
体
形
な
の
で
、
終
止
と
取
ら
ず
下
に
続
け
て
、

「
言
っ
た
の
（
を
聞
い
た
人
々
は
）」
と
解
釈
し
た
。
こ
の
話
全
体
は
ケ
リ
の

終
止
形
終
止
と
係
り
結
び
が
守
ら
れ
て
い
る
。

●
は
ち
を
し
ら
す　

大
鏡
「
さ
ば
か
り
に
な
り
な
む
に
は
、
物
の
恥
知
ら
で
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あ
り
な
む
」（
師
尹
）、
今
鏡
「
位
高
く
上
ら
む
と
思
ふ
は
、
身
の
恥
を
知
ら

ぬ
に
こ
そ
あ
り
け
れ
」（
ふ
ぢ
な
み
中
・
苔
の
衣
）
の
よ
う
な
表
現
か
ら
慣
用

句
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
文
明
本
節
用
集
「
不ズ

レ

知シ
ラ

レ（
耻
（
ハ
ヂ
）ヲ）」（
ハ
態
芸
）。

「
恥
知
ら
ず
」
と
名
詞
化
し
た
例
は
虎
明
本
狂
言
「
し
う
と
、『
あ
の
は
ぢ
し

ら
ず
が
』
と
云
て
」（
水
掛
聟
）
が
あ
る
。
古
活
字
本
平
治
物
語
「
是
は
諸
国

の
か
り
武
者
ど
も
が
、
恥
を
し
ら
ず
、
妻
子
を
見
ん
た
め
に
、
本
国
に
お
ち

下
り
候
ふ
な
り
」（
中
・
義
朝
敗
北
の
事
。
金
刀
比
羅
本
・
半
井
本
で
は
「
恥

を
か
へ
り
み
ず
」）。
金
刀
比
羅
本
保
元
の
「
物
の
恥
を
も
知
り
た
る
者
は
音

を
も
せ
ず
」（
中
・
白
川
殿
へ
義
朝
夜
討
ち
に
寄
せ
ら
る
る
事
）
は
半
井
本
に

は
無
い
。

●
御
遊　

色
「
御
遊	

キ
ヨ
イ
ウ
」（
キ
畳
字
）

●
上　

一
条
院
の
こ
と
。
う
へ
。
宇
津
保
物
語
・
俊
蔭
「
う
へ
も
春
宮
も
召

し
ま
つ
は
し
、
う
つ
く
し
み
給
ふ
」、
枕
草
子
・
六
・
う
へ
に
さ
ぶ
ら
ふ
御
猫

は
「
朝
餉
の
お
ま
に
、
う
へ
お
は
し
ま
す
に
」

●
道
総　
「
道
綱
」
の
誤
り
。「
綱
」
の
草
体
は
「
総
」
字
に
近
く
な
る
。
冂
（
け

い
が
ま
え
）
は
短
く
な
っ
て
「
ハ
・
ワ
」
の
よ
う
に
な
り
、「
山
」
は
楷
書
の

場
合
の
筆
順
の
２
画
目
か
ら
２
→
１
→
３
の
順
で
書
く
の
で
、「
心
」
と
似
た

形
に
な
る
（【
表
２
】）。
異
体
字
と
し
て
、
綱
に
は
「

」「
緦
」、
総
に
は
「
總
」

が
あ
る
。

【
表
２
】
草
体
の
「
綱
」
と
「
総
」

綱総

大江朝綱
紀家集

藤原公任
北山抄

【
翻
刻
】

（
17
）	

堀
川
院
御
時
の
逍
（
せ
う
え
う
）
遥
＊

に
、
序
（
じ
ょ
だ
い
）
代
＊

書か

く
へ
き
人
な
か
り
け
り
。
大
（
た
い
げ
ふ
）業

＊

蔵
人
国
資
＊

［
賢
イ
］、
無
（
む
さ
い
）才＊
の
物
に
て
人
ゆ
る
さ
す
（
ず
）
、
五
位
蔵
人

時
―
＊

書か

き
て
け
り
。
其
日
、
主
（
し
ゅ
し
ゃ
う
）

上
、
殿
上
に
て
人
々
に
連
句
い
は
せ

給
け
る
に
、
国
資
に
「
末
句
＊

い
へ
」
と
仰
ら
れ
け
れ
は
、「
今
日
、

わ
た
く
し
＊

の
衰
（
す
い

日に
ち
）＊

也
。
憚
は
ヽ
か
り
＊

あ
り
」
と
申
け
れ
は
、
主
上
、
殿

上
の
暦
を
召め

し
て
御
覧
す
る
に
、
巳

（
み
の
ひ
）日

也
。「
巳
日
、
衰
日
い
ま
た
な

き
事
也
。
い
か
て
か
君
を
欺
あ
さ
む
き
＊

申
（
ま
う
す
）＊

、
連
句
い
は
ぬ
ほ
と
の
も
の
、

い
か
て
か
博
（
は
か
せ
）士＊
に
な
る
へ
き
」
と
仰
ら
れ
け
る
。
今
も
昔
も
無
才
の

博
士
は
あ
る
も
の
な
り
け
り
。
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【
注
釈
】

●
逍
遥　

色
「
逍
遙	

セ
ウ
エ
ウ
」（
セ
畳
字
）。
行
楽
、
遊
覧
。
平
中
物
語
「
こ

の
男
、
は
た
、
宮
仕
へ
を
ば
苦
し
き
事
に
し
て
、
た
だ
せ
う
よ
う
を
の
み
し

て
」（
一
）。
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
「
エ
ウ
」
だ
が
、
関
戸
本
古
今
集
（
平
安

後
期
写
本
）
に
「
賀か

茂も

河か

原は
ら

に
川か
は

せ
う
よ
う
し
け
る
」（
巻
四
詞
書
〈
一
七
〇
〉

つ
ら
ゆ
き
）
と
い
う
例
が
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
字
音
に
お
い
て
拗
長
音
が

発
生
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

●
序
代　

漢
詩
・
和
歌
の
序
文
。
序
題
。
景
色
を
鑑
賞
し
た
り
す
る
た
め
に

外
出
し
、
出
先
で
詠
作
す
る
。
小
右
記
「
帥
乞
取
帋
筆
、
書
序
題
」（
寛
弘
五

年
〔
一
〇
〇
八
〕
一
二
月
二
〇
日
）、
大
鏡
「
和
歌
の
序
代
書
か
せ
給
へ
り
」

（
四
・
道
隆
）、
文
明
本
節
用
集
「
序
題	

ジ
ョ
ダ
イ
」（
シ
態
芸
）。

●
大
業　

色
「
大
業	

文
章
部	

タ
イ
ケ
フ
」（
タ
畳
字
、
黒
川
本
）。
古
代
・

中
世
に
お
け
る
令
制
の
官
人
登
用
試
験
制
度
の
下
で
の
最
終
試
験
合
格
（
者
）。

特
に
、
文
章
得
業
生
が
宣
旨
に
よ
っ
て
対
策
（
試
験
）
に
応
じ
、
方
略
策
（
解

答
）
を
献
ず
る
こ
と
に
い
う
場
合
が
多
い
。
類
聚
符
宣
抄
・
文
章
博
士
大
江

維
時
同
朝
綱
請
令
橘
直
幹
奉
方
略
試
状
「
依
二

博
士
之
挙
一

、
成
二

大
業
一

」（
九

巻
・
承
平
五
年
〔
九
三
五
〕
八
月
二
五
日
）、
金
刀
比
羅
本
平
治
「
信
西
入
道

と
申
は
〈
中
略
〉
大
業
も
遂
ず
、
儒
官
に
も
入
ら
ず
」（
上
・
信
西
出
家
の
由

来
）

●
国
資　

藤
原
国
資
（
一
〇
六
七
～
一
一
二
六
？
）。
中
右
記
に
「
廿
四
日
、

今
日
秀
才
藤
国
資
献
策
」（
寛
治
五
年
一
二
月
）、「
前
文
章
得
業
生
藤
国
資

〈
安
芸
守
有
俊
朝
臣
男
〉
則
参
内
」（
寛
治
六
年
一
月
一
〇
日
）
と
あ
る
。

●
無
才　

宇
津
保
物
語
・
藤
原
の
君
「
し
か
あ
る
を
、
ざ
え
あ
る
者
は
沈
め
、

む
さ
い
の
男
は
先
に
立
つ
」、
源
氏
物
語
・
帚
木
「
む
さ
い
の
人
、
な
ま
わ
ろ

な
ら
む
ふ
る
ま
ひ
な
ど
見
え
む
に
、
は
つ
か
し
く
な
ん
見
え
侍
し
」。
日
ポ

「M
usai	

サ
イ
カ
ク	

ナ
シ
」

●
時
―　

後
二
条
師
通
記
の
記
事
（
寛
治
六
年
十
月
二
十
九
日
の
逍
遥
）
に

は
「
序
者
時
範
也
」
と
あ
る
。

●
末
句　

ど
う
読
む
べ
き
か
。
語
自
体
は
万
葉
集
に
「
或
本
歌
末
句
云	

忘
れ

か
ね
つ
も
」（
一
二
・
三
一
七
五
）
と
あ
る
。
字
類
抄
に
は
無
く
、
呉
音
マ
ツ

は
「
末
額	

マ
カ
ウ
」
の
み
、
漢
音
は
「
末
仕	

バ
シ
」「
末
葉	

バ
ツ
エ
フ
」「
末

座	

バ
ツ
ザ
」（
ハ
畳
字
）
が
あ
る
。
日
ポ
で
も
「M

atza

（
マ
ツ
ザ
）。
バ
ツ

ザ
と
言
う
方
が
ま
さ
る
。
ス
エ
ノ	

ザ
」、「M

atyô

（
マ
ツ
ヨ
ウ
）〈
訳
〉
子
孫
。

バ
ツ
ヨ
ウ
と
い
う
方
が
ま
さ
る
」
と
あ
り
、
漢
音
が
優
勢
の
よ
う
に
見
え
る
。

●
わ
た
く
し　

個
人
的
・
私
的
。
163
話
に
「
御
所
ニ
テ
私
ノ
仏
供
養
ス
ル
コ

ト
ハ
便
ナ
キ
事
ト
テ
」
と
あ
る
。「
中
古
か
ら
中
世
前
期
ご
ろ
ま
で
の
用
法
は
、

す
べ
て
漢
語
の
「
公
私
」
の
観
念
に
支
配
さ
れ
て
い
る
〈
中
略
〉
一
個
人
と

し
て
の
自
己
を
〈
中
略
〉
自
称
の
代
名
詞
と
し
た
の
は
中
世
後
期
か
ら
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
」（
古
語
大
辞
典
「
語
誌
」
原
田
芳
起
執
筆
）

●
衰
日　

運
歩
色
葉
集
「
衰
日
〈
ス
イ
ニ
チ
〉」（
ス
部
、
元
亀
本
・
静
嘉
堂
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本
）。
陰
陽
道
で
い
う
悪
日
の
一
つ
。
そ
の
人
の
生
年
の
十
二
支
に
よ
っ
て
一

定
し
て
い
る
生
年
衰
日
、
年
齢
に
よ
っ
て
毎
年
変
わ
る
行
年
衰
日
と
が
あ
る
。

江
談
抄
・
一
「
主
上
廿
二
歳
、
仍
以
酉
日
、
為
御
衰
日
。」

●
は
は
か
り　

色
「
憚　

ハ
ハ
カ
ル　

憯	

䛕	

悛
〈
一
〇
字
略
〉
迸	

已
上
同
」

（
ハ
辞
字
）、
観
「
憚	
ハ
ヾ
カ
ル
」（
法
中
七
七
、
二
拍
目
濁
声
点
）

●
あ
ざ
む
き　

色
「
欺　

ア
サ
ム
ク　

嘲	

詐	

謗
〈
二
八
字
略
〉
驕	

已
上
欺

也
」（
ア
人
事
）。
新
撰
字
鏡
「
侫	
阿
佐
牟
久	

又
加
太
牟	

又
伊
豆
波
留
」、
図

書
寮
本
名
義
抄
「
紿	

イ
ツ
ハ
ル	

ア
ザ
ム
ク
」。
日
国
語
誌
「
地
蔵
十
輪
経
元

慶
七
年
点
‐
二
」
な
ど
の
訓
点
資
料
や
、「
新
撰
字
鏡
」「
書
陵
部
本
名
義
抄
」

な
ど
の
辞
書
に
、「
い
つ
は
る
」「
へ
つ
ら
ふ
」
と
い
っ
た
訓
と
並
び
用
い
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
平
安
時
代
に
は
、
こ
れ
ら
と
似
た
語
感
〈
中
略
〉「
相

手
の
気
持
に
乗
じ
る
」
と
い
う
共
通
の
意
義
特
徴
を
持
っ
て
い
た
も
の
か
」

●
申　

日
国
語
誌
「
補
助
動
詞
と
し
て
の
用
法
は
、
中
世
に
お
い
て
は
、「
奉

る
」「
参
ら
す
」
と
と
も
に
多
く
用
い
ら
れ
た
」

●
博
士　

52
話
、
69
話
に
仮
名
書
き
「
は
か
せ
」
が
あ
る
。
色
「
博
士	
ハ
カ

セ　

儒	

同
」（
ハ
官
職
）、「
博
士　

文
章
部	

ハ
ク
シ	

入
学
分
」（
ハ
畳
字
）。

日
国
語
誌
（
１
）「
書
紀
‐
応
神
一
五
年
八
月
」
に
は
「〈
中
略
〉
汝
に
勝
れ

る
博
士
亦
有
り
や
」
と
あ
り
、
北
野
本
訓
で
は
「
フ
ミ
ヨ
ミ
ヒ
ト
」
と
よ
ま

れ
て
い
る
。（
２
）
応
神
以
降
、「
博
士
」
は
百
済
と
の
交
渉
に
関
し
て
記
録

さ
れ
て
い
る
の
で
、
百
済
の
制
度
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
、「
は
か
せ
」
も

百
済
の
音
か
も
し
れ
な
い
」。
東
大
寺
諷
誦
文
稿
「
五
百
（
の
）
巫
〈
ハ
カ
セ
〉

（
を
）
召
（
し
て
）」（
二
五
九
・
平
安
初
期
点
）

【
翻
刻
】

（
18
）	

円
融
院
、
大
井
河
＊

に
御
行
あ
り
け
る
に
、
先
、
少
井
寺
＊

の
前
に

絹
（
き
ぬ
や
）屋＊
を
た
て
ヽ
お
は
し
ま
す
。
大
入
道
殿
、
摂
政
の
時
、
御
（
ご
ぜ
ん
）膳＊
ま

ふ
け
ら
れ
け
り
。
茶
（
ち
ゃ
わ
ん
）
垸
に
て
そ
あ
り
け
る
＊

。
其
後
、
御
船
に
た
て
ま

つ
り
＊

て
、
戸と

な

せ

無
瀬
＊

に
お
は
し
ま
し
け
り
。
詩
（
し
い
か歌
管く
わ
ん
げ
ん
）
絃
＊

、
を
の

〳
〵
船
こ
と
な
り
。
源
中
納
言
保
光
卿
、
題
た
て
ま
つ
る
。「

翫

（
も
て
あ
そ
ぶ
）二

水
辺
紅
葉
一

」
＊

と
そ
。
詩
の
序
、
右
中
弁
資
忠
、
和
歌
の
序
、
大
（
だ
い

膳
ぜ
ん
の

大だ
い
ぶ
）夫＊
時
文
つ
か
う
ま
つ
れ
り
。
法
皇
、
御
衣
を
ぬ
き
て
、
摂
政
に
た

ま
ふ
。
摂
政
又
衣
を
ぬ
き
て
、
大
蔵
卿
時
仲
に
給
け
り
。
管
絃
の
人
々
、

上
達
部
き
ぬ
を
か
つ
け
＊

ら
れ
け
り
。
内
裏
よ
り
頭
中
将
誠
信
朝
臣
、

御
使
に
ま
い
れ
り
。
禄
を
た
ま
ひ
て
帰か
へ

り
ま
い
る
＊

。
摂
政
、
管
絃
の

船
に
候
時
（
と
き

仲な
か
）の
三
位
を
召め

し
て
、
院
の
仰
を
伝
て
参
議
に
な
さ
れ
け

り
。
人
々
ひ
そ
か
に
云
け
る
、「
主
上
の
御
前
に
あ
ら
す
（
ず
）

、
た
ち
ま
ち

に
参
議
を
な
さ
る
ヽ
事
い
か
ヽ
あ
る
へ
き
」
と
傾
か
た
ふ
き
＊

け
り
。
今
日
の

事
、
何
事
も
興
あ
り
て
い
み
し
か
り
け
る
に
、
此
事
に
す
こ
し
興
さ

め
に
け
り
。
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【
注
釈
】

●
大
井
河　

色
「
大
堰
川　

オ
ホ
ヰ
カ
ハ
」（
オ
国
郡
）。
桂
川
の
う
ち
京
都

府
亀
岡
盆
地
か
ら
上
流
を
い
う
。
秦
氏
の
祖
先
が
大
堰
を
設
け
、
灌
漑
用
水

を
起
こ
し
た
た
め
呼
ば
れ
た
。
古
今
集
・
恋
一
・
一
一
〇
六
「
け
ふ
人
を
こ

ふ
る
心
は
大
井
が
は
な
が
る
る
水
に
お
と
ら
ざ
り
け
り
」

●
少
井
寺　

未
詳
。
他
本
「
大
井
寺
」「
小
井
寺
」「
少
林
寺
」
な
ど
。
出
典
（
古

事
談
１
‐
16
）
に
無
い
一
文
。

●
絹
屋　

絹
の
幕
を
四
囲
、
上
方
に
張
り
め
ぐ
ら
し
た
仮
小
屋
。
栄
花
物
語
・

浅
緑
「
前
に
き
ぬ
や
造
り
て
、
黄
牛
飼
は
せ
給
ふ
」、
今
昔
物
語
集
・
一
二
・

二
二
「
其
ノ
南
ニ
絹
屋
二
ヲ
打
テ
、
唐
・
高
麗
ノ
楽
屋
ト
ス
」、
観
「
幕	

マ

ト
フ　

ハ
ル　

オ
ホ
フ　

キ
ヌ
ヤ
」（
僧
上
二
）

●
御
膳　

天
皇
の
食
事
。
貞
信
公
記
抄
「
射
手
大
夫
六
七
人
許
、
射
間
供
御

膳
」（
延
喜
七
年
〈
九
〇
七
〉
正
月
一
七
日
）。
と
は
ず
が
た
り
・
三
「
大
宮
・

東
二
条
・
准
后
の
御
せ
ん
ま
ゐ
る
」、
日
ポ
「gojen

」。
時
代
が
下
る
と
、（
女

房
詞
な
ど
を
経
て
近
世
に
）
食
事
、
飯
の
丁
寧
な
言
い
方
に
な
る
。

●
茶
垸
に
て
そ
あ
り
け
る　

色
「
茶
垸　

チ
ヤ
ワ
ン
」（
チ
雑
物
）。
茶
碗
は

陶
磁
器
の
こ
と
で
、
今
昔
「
茶
垸
ノ
器
ニ
何
薬
ニ
テ
カ
摺
入
ヌ
ル
」（
二
四
の

八
）
な
ど
、
容
器
の
種
別
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
、
土
器
、
木
製
（
漆
器
）、

金
属
製
（
銀
器
）
な
ど
が
存
在
し
た
が
、
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
、

と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
第
５
話
で
は
「
油ゆ

漏
ろ
う
の

器
う
つ
は
も
の」
を
天
皇
が
正
月

に
薬
を
飲
む
た
め
に
使
う
（
美
し
い
模
様
の
）
陶
磁
器
と
推
定
し
た
が
、
こ

こ
も
同
様
で
盛
儀
の
描
写
か
（
古
事
談
の
類
話
〈
一
の
一
六
〉
に
は
無
い
部

分
）。『
参
天
台
五
臺
山
記
』（
一
〇
七
二
の
記
事
）
に
は
日
宋
貿
易
の
重
要
な

輸
入
品
目
の
一
つ
と
し
て
「
茶
埦
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
い
う
含
み
で

こ
の
係
結
び
文
は
「
…
御
膳
が
設
け
ら
れ
た
。
使
用
さ
れ
た
の
は
舶
来
の
美

し
い
陶
磁
器
な
の
で
あ
っ
た
」
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

●
御
船
に
た
て
ま
つ
り　

タ
テ
マ
ツ
ル
は
「
貴
人
の
行
動
を
、
傍
か
ら
そ
の

用
意
を
す
る
も
の
と
し
て
い
う
尊
敬
語
」（
日
国
）
で
、
お
乗
り
に
な
る
。

●
と
な
せ　

京
都
市
西
京
区
嵐
山
の
紅
葉
の
名
所
。
歌
枕
。
恵
慶
集
〔
10
Ｃ

末
〕「
大
井
河
か
は
べ
の
紅
葉
ち
ら
ぬ
ま
は
と
な
せ
の
岸
に
な
が
ゐ
し
ぬ
べ

し
」、
師
説
自
見
集
「
吉
野
川
。
戸
無
瀬
川
」（
上
・
筏
、
今
川
了
俊
〈
一
三

二
六
～
一
四
二
〇
〉
※
続
群
書
類
従
に
よ
る
）

●
詩
歌
管
絃　

米
沢
本
沙
石
集
・
四
・
一
「
詩
哥
管
絃
（
シ
イ
カ
ク
ハ
ン
ゲ

ン
）、
酒
宴
、
博
奕
ヲ
愛
ス
ル
人
」。
日
国
「
し
い
か
」
語
誌
「
古
辞
書
や
訓

点
資
料
に
は
、
上
昇
調
や
下
降
調
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
持
つ
た
め
、
あ
る
い
は

強
調
表
現
等
の
た
め
に
出
現
す
る
長
音
の
発
音
を
文
字
化
し
た
と
思
わ
れ
る
、

長
音
表
記
の
例
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
猿
投
神
社
蔵
正
安
本

文
選
」（
正
安
四
年
校
合
識
語
）
に
は
、「
馺
娑
（
サ
フ
サ
ア
）」「
規
矩
（
キ

イ
ク
）」「
沢
虞
（
タ
ク
グ
ウ
）」「
図
書
（
ト
ウ
シ
ョ
）」
の
よ
う
に
長
音
を
ア
、

イ
、
ウ
な
ど
の
仮
名
で
表
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
口
語
形
と
し
て
実
現
し
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た
音
声
を
忠
実
に
表
記
し
た
形
で
あ
り
、
一
方
に
当
然
規
範
形
と
し
て
の
非

長
音
形
サ
、
キ
、
グ
、
ト
が
共
存
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
長
短
両
形
が
共

存
す
る
の
は
、
古
代
日
本
語
が
音
節
の
長
短
を
音
韻
と
し
て
区
別
し
な
か
っ

た
た
め
で
あ
っ
た
が
、
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
頃
を
境
と
し
て
、
現
代
語
の

よ
う
に
長
短
を
音
韻
と
し
て
区
別
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の

長
音
形
は
消
滅
し
た
が
、
特
定
の
語
は
、
原
典
に
存
在
し
て
い
た
長
音
表
記

形
が
典
拠
と
な
っ
て
室
町
時
代
以
後
に
継
承
さ
れ
て
生
き
残
る
こ
と
に
な
っ

た
。
詩
歌
（
シ
イ
カ
）
は
そ
の
よ
う
な
語
群
の
中
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。

な
お
、
イ
列
長
音
以
外
に
も
、
例
え
ば
夫
子
（
フ
ウ
シ
）、
女
房
（
ニ
ョ
ウ
ボ

ウ
）、
披
露
（
ヒ
ロ
ウ
）
な
ど
が
あ
る
。」

●
翫
水
辺
紅
葉　

色
「
翫　

モ
テ
ア
ソ
フ
」（
モ
辞
字
）

●
大
膳
大
夫　

色
「
大
膳
軄
〈
タ
イ
セ
ン
シ
キ
〉
大
夫	
亮	
進	

属
」（
タ
官
職
、

黒
川
本
）、
日
ポ
「D

aijenno	daibu

」。
お
ほ
か
し
は
で
の
か
み
。
和
名
抄
「
大

膳
職
〈
於
保
加
之
波
天
乃
豆
加
差
〉」（
職
官
部
官
名
・
職
）

●
か
つ
け　

か
づ
く
（
下
二
段
）。
貴
人
が
禄
と
し
て
衣
服
を
与
え
る
。
日
国

「
か
ず
く
」
語
誌
「
古
今
集
声
点
本
で
は
「
カ
ヅ
ク
」「
カ
ツ
グ
」
両
形
が
み

ら
れ
る
が
、
中
世
末
期
に
は
、「
日
葡
辞
書
」
の
記
述
の
よ
う
に
「
カ
ヅ
ク
」

が
規
範
的
な
語
形
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
」。
色
「
纒
頭	

カ
ツ
ケ
モ
ノ
」

（
カ
雑
物
）、
観
「
纒
頭	

カ
ツ
ゲ
モ
ノ
」（
仏
下
本
二
二
）

●
か
へ
り
ま
い
る　

尊
い
場
所
や
人
物
の
所
に
帰
る
（
戻
る
）
意
。「
帰
り
ま

か
づ
」
は
「
尊
い
場
所
や
人
物
の
所
を
退
出
し
て
帰
る
」
こ
と
。
竹
取
物
語

「
此
な
い
し
帰
り
参
り
て
、
此
由
を
奏
す
」。「
ま
ゐ
る
」
が
後
項
に
く
る
〈
Ｖ

＋
Ｖ
〉
型
複
合
動
詞
は
ほ
か
に
「
急
ぎ
参
る
」「
馳
せ
参
る
」「
も
て
参
る
」

な
ど
が
あ
る
が
、
複
合
語
の
前
項
と
後
項
と
の
関
係
が
「
帰
り
参
る
」
だ
け

異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
古
語
大
鑑
は
「
出
先
か
ら
帰
っ
て
来
て
、
天
皇
な
ど

貴
人
の
所
に
参
上
す
る
」
の
よ
う
に
「
帰
り
」
と
「
参
る
」
と
を
分
解
す
る

語
釈
だ
が
、
こ
の
続
古
事
談
の
文
脈
で
は
「
内
裏
か
ら
は
頭
中
将
が
来
て
、

録
を
受
け
取
っ
て
内
裏
に
戻
っ
た
」
く
ら
い
の
意
味
に
な
ろ
う
か
ら
、
前
項

と
後
項
の
つ
な
が
り
の
弱
い
並
列
的
な
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。

●
か
た
ふ
き　

色
「
傾　

カ
タ
フ
ク
〈
二
五
字
略
〉
仄	

已
上
傾
也
」（
カ
辞

字
）。
四
段
動
詞
。
カ
タ
ム
ク
（
下
二
段
）
は
中
世
以
降
の
形
。
多
く
引
用
の

後
で
、「（
～
と
）
不
思
議
に
思
う
、
あ
れ
こ
れ
と
考
え
る
、
非
難
す
る
」
の

よ
う
な
意
味
を
も
つ
。
竹
取
物
語
「
竹
取
の
翁
、
こ
の
匠
ら
が
申
す
こ
と
は

何
事
ぞ
、
と
か
た
ぶ
き
を
り
」、
愚
管
抄
・
五
・
後
鳥
羽
「
こ
は
い
か
に
と
、

さ
す
が
に
世
の
末
に
も
ふ
か
く
か
た
ぶ
く
人
多
か
り
け
り
」、
今
鏡
・
二
・
紅

葉
の
御
狩
「
金
葉
集
と
い
ふ
な
こ
そ
撰
者
の
え
ら
べ
る
に
や
。
か
た
ぶ
く
人

は
ん
べ
る
と
か
や
」、
平
家
物
語
・
四
・
厳
島
御
幸
「
今
度
の
譲
位
い
つ
し
か

な
り
と
、
誰
か
か
た
む
け
申
べ
き
」

※	

図
１
、
図
２
は
『
か
な
名
跡
大
字
典
』、
図
３
と
表
２
は
『
日
本
名
跡
大

字
典
』
に
よ
っ
た
（
い
ず
れ
も
角
川
書
店
、
一
九
八
一
）。


